
シ ラ バ ス 

H21 用 

授 業 科 目 生命倫理 

（英 文 名） Bioethics 

担 当 教 員 田中正孝、大濵 修   

単 位 数 (期別) △２(後) 対 象 学 生 ３Ｐ 

■授業のねらい・概要■ 

 現代の複雑な医療状況の中で医療人として求められているのは、生命の尊さや人の生き

る権利を考え、医療における倫理的配慮ができることである。この授業では、人の生命や

医療における倫理とは何かということについて、講義だけでなく、スモールグループディ

スカッションを通じて自分の倫理観を形成していく。また、医療現場における看護体験な

どを通して、医療人としての自覚をもち、他のスタッフと協力して社会に貢献できる心構

えを身につける。［Ａ（１）（２）］ 

 

■授業(学習)の到達目標■ 

１．医療の担い手として、社会のニーズに常に目をむける。  

２．医療の担い手が守るべき倫理規範を説明できる。 

３．インフォームド・コンセントの定義と必要性を説明できる。  

４．生命科学の医療適用に関わる倫理的問題を列挙し、その概略と問題点を説明できる。  

５．チーム医療の重要性を説明できる。  

 

■回数ごとの授業内容■ 

１  生命倫理とは何か（大濵） 11 看護体験（田中・大濵） 

２  薬剤師と倫理について（大濵） 12 看護体験（振り返り）（田中・大濵）

３  自分が生きている状態とは（SGD1）（田中・大濵） 13 看護体験（まとめ）（田中・大濵）

４  患者のQOL について（SGD２）（田中・大濵） 14 総括（（田中・大濵）） 

５  薬害について（SGD３）（田中・大濵）  

６  SGD のまとめ（田中・大濵）  

７  生命倫理の読書会（SGD1）（田中・大濵）  

８  生命倫理の読書会（SGD２）（田中・大濵）  

９  インフォームドコンセント（SGD３）（田中・大濵）  

10 看護体験オリエンテーション（田中）  

■成績評価の方法・基準■ 

レポート、態度、小テストなどで総合評価する。 

 

■使用テキスト■ 

授業の中で指定します 

 

■参  考  書■ 

なし 

 

 

オフィス・アワー 

(授業内容等の質問・相談日) 

随時（月曜日～金曜日） 


